
帯解駅舎は、令和3年にJR西日本から奈良市へ無償譲渡され、令和4年には「登録有形文化財」

に登録されました。 本会は、保存改修について、改築の記録が残る大正15年の姿に近づけて復

元整備をすることを目指して奈良市と交渉してきました。 その結果、文化財価値の高い駅舎として

整備する方向で奈良市との協議がまとまり、教育委員会文化財課が設計と工事を担うことになりまし

た。 今後、「駅」の特性を生かした地域内外の人々との交流拠点として、価値ある駅舎にふさわし

い活用を考えていきます。 皆様のアイデアをお寄せください。

帯解駅舎保存・活用の会便り第6号 2024年4月

よみがえれ！帯解駅

地域紹介の地図をお届けします

我が町再発見！

今まで知らなかった地元の散策に、

帯解への来訪に、ご活用ください。

帯解駅舎保存・活用の会は、駅舎活用を通して、地域の活性化を目指しています。

イベントに協力、アイデア提供、情報発信などに若い方のご協力をお願いします。

活動資金は会員の会費で賄っています。 多数の入会をお待ちしています。

活動にご協力を！

にぎわい市開催

駅前案内板設置

意見交換会 フォーラム開催

交流サロン開催

＜入会申し込み、お問い合わせ先＞

事務局〒630-8444 奈良市今市町 804 木原勝彬宅

TEL090-6673-3452、FAX0742-61-8859、Email:ma34vd35ml@kcn.jp 

令和６年度の活動計画

HPもご覧ください

帯解駅舎保存・活用の会 公式HP

obitoke-genki.org

帯解駅舎保存改修の方向性と推進体制について

奈良市と協議がまとまる
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